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文字を大きくしました

今年度新たに港区が加齢による難聴への補聴器購入補助を実施

一向にすすまない目黒区の状況をすすめられるよう取組みます‼

今年度こそ！！めぐろ区でも前進を。

加齢による「難聴」への補聴器購入補助制度ほか

認知症につながる、予防できる要因の約

１割が「難聴」です。今年度（２０２２年

度）に新たに港区が加齢による難聴への補

聴器購入補助制度を大きくすすめました。

また練馬区は昨年度（２０２１年度）から

認知症対策の充実として３本柱の事業を始

めました。その大きな一つが「もの忘れ検

診の開始」です。難聴は目などに比べて軽

視されがちですが、大事なことは早期発見、

早期補聴器使用です。そのために「気づ

き」の機会を増やすことが必要です。練馬

区は７０歳と７５歳の区民に対して、区内

医療機関の受診券を送付します。

他区から５年遅れてる
めぐろ区での答弁は
一向にすすまない！？

私が初めて一般質問をしたのが３年前の

２０１９年の６月議会です。当時はまだ都

内２３区においても８～９区程度が加齢に

よる難聴への補聴器の購入補助制度を行っ

ていました。その大半が高額になる補聴器

の購入補助を２万円程度行うといったもの

でした。しかし、当時において目黒区は

「研究課題」であるとし、区民に対しても

周知の段階だとしました。

それからこの３年余りで現在では都内２

３区において１４～１５区へ広がりました。

さらに先進的な区は、補聴器の購入補助に

とどまらず、もの忘れ検診や、認知症の方

による地域活動まで視野に入れた取組も同

時に行っているのです。

しかし、目黒区は３年も前から一向にすす

めようとしません。昨年の区長の一般質問

での答弁では他にまだ補聴器購入補助制度

を行っていない区がいくつかある、などと

いう全くかみ合わない答弁をする始末です。

多数の区民からこの加齢による難聴の補

聴器購入補助制度と合わせて、難聴が要因

となる、認知症や地域の孤立を無くす！！

奮闘いたします。



めぐろ区のオフィシャルＬＩＮＥから（右QRコード）身近な道路やガードレール、街

路樹などの損傷を通報できるシステムが始まっています。実際に試してみたとこ

ろ分かりやすい内容であったため、ぜひみなさんにも活用していただければと思

います。実際にこのシステムから道路が整備されたなどの声も出ています。

１・なんでも相談 ■5月日程 場所・芋川ゆうき（星見てい子）事務所

※なんでも相談（直接お越しください） 住所：原町２－２２－１２

５月１７・２４・３１（火）午後７時～ ※３日は休みになります

※無料法律相談 対面相談のみ ５月１０日 午後７時～

２・区議団無料法律相談 場所：目黒区役所５階の共産党控室

※５月１９日（金）予定 午後２時～ 要TEL：090-4206-2048 （芋川）
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